
第３節　旧石器時代の調査

１　概要
　本遺跡からは118点の旧石器が出土している。石器は斜面地の中のわずかな平坦面という、旧石器
時代遺跡としては例外的な場所から、６ｍ四方の範囲で検出された。Ｃ字形の特徴的な分布は、テン
ト等の構造物に関連する可能性がある。出土層位は、ホーキ火山灰（火山砂）が二次堆積した土層中で
ある。石材としては94.9％が黒曜石で占められ、11組の接合資料を含んでいる。うち３組には小石刃
石核が含まれ、剝片剝離技術を復元できる。周辺加工尖頭器や彫器など、当地域では珍しい石器を組
成する石器群であり、編年上また他地域との関係を考える上で重要な資料である。
　層位と製作技術上の特徴から、後期旧石器時代後半期の、ナイフ形石器文化期と細石刃文化期の間
に位置づけられると考える。

２　調査の経過と方法
　Ａ区のＥ５グリッドにおいて、SS２法面の清掃中に石器１点が出土したことから、SS２平坦面上
に旧石器ブロックが存在する可能性が考えられた。
　まず、石器出土地点周辺の層序を確認するため、SS２にほぼ直交するように、北西－南東方向に
11ｍ×１ｍのトレンチ①を、確認調査のTr.２に連続する形で、北西－南東方向に２ｍ×１ｍのトレ
ンチ②を設定した。トレンチ①の南東側半分を中心に、４層中で石器が多数出土した。４層はホーキ
ブロックを多く含む灰黄褐色土であり、ホーキ火山灰の二次堆積土と考える。その下の６層はにぶい
黄橙色を呈するホーキ火山灰と黄橙色土（いわゆるソフトロームか）の混淆土であり、これもホーキ火
山灰の二次堆積土と考えるが、無遺物層であった。さらに下の14層は上のホーキ層である。一方、ト
レンチ②では、遺物は出土しなかった。
　この結果、トレンチ①の北東側および南西側を面的に掘削するようグリッドを設定した。トレンチ
①を中心に、北東側で６×５ｍ、南西側で２×４ｍ程度の調査区を設定し、個々のグリッドが１×１
ｍになるようメッシュを組んだ。北東側では北東から南西に向かってａ～ｆ、北西から南東に向かっ

尖頭器 厚形削器 掻 器 彫 器 剝片(二次) 石 刃 小石刃 細石刃 剝 片 砕 片 石 核 母 型 石核片 計
（ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ） （ｇ）

母 岩1
1 20 1 22

（0.20） （61.04） （18.39） （79.63）

母 岩2
10 1 1 12

（7.72） （0.21） （41.34） （49.27）

母 岩3
2 1 1 2 2 11 3 22

（10.82） （18.44） （5.93） （8.96） （1.59） （14.55） （0.25） （60.54）

母 岩4
4 2 8 6 1 21

（34.4） （2.30） （18.84） （1.26） （12.79） （69.59）

母 岩5
2 2

（6.87） （6.87）

母 岩6
1 2 1 4

（4.50） （5.23） （6.18） （15.91）

母 岩7
5 1 1 7

（5.21） （0.20） （11.54） （16.95）
非識別
（黒曜石）

1 1 3 5 11 1 22
（24.58） （0.78） （0.37） （45.76） （1.94） （8.68） （82.11）

サヌカイト
（母 岩8）

2 1 1 4
（2.76） （0.21） （30.06） （33.03）

玉 髄
1 1

（28.37） （28.37）

珪岩
1 1

（3.92） （3.92）

計
2 1 1 1 8 2 5 3 65 23 3 1 3 118

（10.82） （18.44） （24.58） （3.92） （73.98） （8.96） （4.09） （0.37） （167.98） （4.07） （39.86） （41.34） （47.78） （446.19）

表２　旧石器母岩別組成表
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　石器は４層中からまとまって出土し、標高は38～39ｍを測る。４層は厚さ10㎝前後で、ホーキ火山
灰のブロックを多く含むことから、二次堆積によって形成されたものと考えられる。明るい色調から
上のホーキ（25000～22000年前のある時点）を母材とするとみられる。５層および６層にも上のホーキ
が含まれることからすると、４層の年代は上のホーキの堆積から相応の時間差を考えるべきと思われ、
石器群の年代は後期旧石器時代後半段階の後半と推定される。これは石器の型式や製作技術から推定
される年代（ナイフ形石器文化期以降細石刃文化期以前）とも矛盾しない。４層の形成は二次堆積によ
るが、他の土砂の流入や地層の逆転、明らかな境目は認められないので、堆積は一定の速度で緩やか
に進行したと考えられる。したがって、本石器群は、４層の堆積中のある時期に同一平面上に遺され
たものが、後続する堆積に覆われて埋没したものと考えてよいであろう。二次堆積土中にはあるが、
石器は二次堆積したものではなく、原位置を大きくは動いていないと思われる。

４　出土遺物
　本遺跡から出土した旧石器は計118点を数える。石材は112点が黒曜石で圧倒的多数を占める。黒曜
石は７母岩に識別でき、その他に石器や石核の形で搬入された非識別資料が若干存在する。接合資料
を含み、剝離作業の主体となったと考えられるものは４母岩ある。うち２つは１つの石核だけに関わ
るもので、石器製作は１つの母岩（母岩３）を中心に行われる。このほかに少量のサヌカイト・玉髄・
珪岩製の石器や剝離物が出土しているが、サヌカイト以外は製品として搬入されたものである。
　石器の組成は表２のとおりである。定形的なトゥールは周辺加工尖頭器が２点、厚形削器が１点、
掻器が１点、彫器が１点である。いずれも個性的な石器で、この地域では出土例が乏しい。母型１点
を含む石核はみな小型で、小石刃を生産するためのものと考えられる。尖頭器の素材となる石刃の剝
離技術は、ナイフ形石器のそれと幾分異なる特徴をもつ。ナイフ形石器も、押圧による細石刃も含ま
れないので、両者の間に位置する石器群と考えられる。石刃の剝離技術や二次加工の様態には、ナイ
フ形石器文化の伝統が残っていると評価されるので、後続する時期に属する可能性が高い。

母岩１（第14～16図、PL.70・71）
　透明度が低くやや青みがかった良質な黒曜石。１つの小型礫に由来する。22点を識別した。
　個体１－１は石核を含む11点の接合例。剝離経過は３段階に分けられる。
　素材は６×５×４㎝ほどの円礫。段階１ではほぼ全面の礫面を除去する作業を行う（Ｓ１～Ｓ７）。
除去は長軸の一端から開始し、交互剝離を用いながら行う。いずれの剝片も比較的大きく厚いため、
段階１が終了した時点で、素材の容積は半分以下になってしまう。母岩２における石核母型の形成が
容積を最大限活かしているのと比較して、かなり材のロスが大きく粗雑である。
　段階２では石核の前形成を行う。目指すのは全形が楔形で小石刃を小口割りする石核である。まず
表面の平坦面を作出し、次いで、表面中央を厚さの方向に叩いて石核打面を形成する。段階１の結果、
打面側の面は全形に対しかなり傾いていたため、平らに修正するのに数打を要している。Ｓ８＋Ｓ９
はこの時の打面形成の剝片である。最後に両側の長側縁に稜線を形成しながら石核の外形を整え、か
つ表面の平坦化を施して小石刃の連続剝離が可能になるようにする。左側縁は、表面側への細かな剝
離で大過なく整えられている。右側縁は、裏面側への大きめの剝離で整える。Ｓ10は問題なく取れて
いるが、次の剝離が反転して裏面を大きく窪ませてしまう。それでも作業は継続されて稜線は形成さ
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る。Ｓ17は段階３の小石刃の破片とみられる。

母岩２（第17・18図、PL.71・72）
　鈍い光沢をもつ漆黒の黒曜石。母岩４に似るが礫面が異なる。質は悪くない。
　握り拳大の円礫を素材に小石刃石核の前形成を行う。まず裏面側を中心に、薄く大きな剝片を、側
縁を重ねて取りながら礫面を除去し滑らかに整える。礫面のうち一辺は石核背面として残す。次いで
表側からの１打で打面を形成する。このように前もって遠くの打点から石核を形成すれば打点付近の
予期せぬ傷や打瘤の窪みを避けて、石核母型の表面を平滑に仕上げることができる。割り手の技量の
高さを窺わせる。その後で、表側への剝離で稜線を作出しながら表面を平滑に仕上げる。最後に打面
と表面を部分的に剝離して打面縁部を整えておく。稜線は真直ぐで断面形も側面形も適切な曲率を示
し、すぐにでも稜付小石刃が取れる状態である。しかも完成した母型は、いわゆる舳先形で、石刃の
連続剝離のためには理想的とされるものである。にもかかわらず、一打の小石刃剝離さえ試みられず
に放棄されてしまうのは理解に苦しむ。打面が裏側に僅かに傾斜していることは唯一の小さな欠点で
あるが、小石刃剝離の終盤まで問題は顕在化しないはずであり、途中で修正は可能である。完成した
母型のことを忘れてしまったとしか思えない。さもなければ、技量の劣る母岩１の割り手などに母型
の作り方と理想的な形の手本を示したものかもしれない。
　個体２－２および非接合資料は、形態や礫面の付着から考えて、この作業で出たものとみてよい。

母岩３（第19～21図、PL.72・73）
　ガラス質で黒色を主体に白い縞模様が入る良質な黒曜石。比較的大きな礫を複数の個体に分けてい
る。周辺加工尖頭器が製作されるのはこの母岩のみである。同一母岩から石刃と小石刃の石核が作ら
れる。
　個体１－１は３点の石刃が接合したもの。いずれも打面部を折損するため、石核上半の様子は明ら
かでない。この石核の特徴は、末端部に縁部が作出されていることにある。縁部は弧を描くので、単
なる対向打面ではない。石刃も稜線の開き角が大きく幅広である。したがって石核はルヴァロワ石刃
石核のような形態を呈するものであろう。対向方向の先行剝離面が顕著に認められるので、反転事故
等を解決するための副打面というよりは、石刃の形態を予定づけるために両方の打面を主打面に用い
たものと推定される。
　Ｓ34はこのような石刃を素材にした石器である。先端を欠くがおそらく尖るであろう。二次加工の
角度は小さく、ブランティングとは呼べない。さらに、良好な刃縁を取り去って、ナイフ形石器であ
れば刃縁にあたる部分に礫面を充てるのは不自然である。周辺加工の尖頭器に分類すべきもので、そ
の素材である幅広で薄い石刃を獲得するために、上記のようなルヴァロワ的な石刃石核を用いたと思
われる。個体３－２は、横形剝片が２点接合したもので、個体３－１の石核縁部の形成に関わるもの
であろう。Ｓ37は末端に微細剝離が連続する。
　個体３－３と個体３－４は、小さな円形の剝片が接合したもの。Ｓ41では打点をもつ複数の剝離痕
が側面を半周ほど囲むので、小石刃石核の打面再生剝片と考えられる。石核は円筒形または円錐形で
入念な打面調整を加えるものであろう。大きさや剝離面構成などから、個体３－３は個体３－４に先
立って行われた打面形成に関係するとみられる。
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先行する彫刀面の側は良好な面ができるが、もう一方はチッピングして彫刀面が形成できていない。
素材に対する彫刀面の角度はほぼ90度である。表面にハジケが認められるので火を受けていると推定
される。彫器としては一般的な型式であるが、西日本では出土することが珍しい。
　Ｓ86は大型で幅広の玉髄製剝片で、側縁と末端に微細剝離が認められる。背面の剝離面構成は単方
向で、縦横それぞれの断面における曲率は弱い。一見ルヴァロワ剝片を連想させる資料である。実際
には、横断面での稜線の角度の開きが大きいためにこのような形態の剝片が取れたと思われる。その
背景に、個体３－１で見たような石刃剝離技術があることは容易に想像できるところであり、玉髄を
材としても、幅広の石刃を素材とする周辺加工尖頭器が作られている可能性が示唆される。
　Ｓ87は黒曜石製の剝片で、打撃角か力加減に問題があったため剝離が行過ぎて石核底面を分厚く取
り込んでしまったもの。しかしそのおかげで石核の状況を知ることができる。側面や裏面にも細長い
剝離面があるが、どれも礫面や別方向の面に接しているので、石刃の剝離には使われていないだろう。
つまり作業面は表側１面であり、比較的平坦である。作業面中央に残る剝離痕が成功した剝片のもの
で、それは、やや幅広で薄く先が尖った石刃で、周辺加工尖頭器の素材として最良のものである。
　Ｓ88は黒曜石の小石刃石核で、一方の小口から小石刃を取る。一見両極石核のようであるが、打面
は作業面側からの複数の打撃で形成されている。他の小型の石核同様、生産性は低い。
　本石器群において、細石刃に分類できる資料はＳ89～Ｓ91の３点しか存在しない。その他の剝片や
石核も含めて、押圧の特徴を示すものは皆無である。
　Ｓ92は黒曜石製の二次加工のある剝片。ブランティング様の加工が一部にある。Ｓ93は黒曜石製の
剝片。これらは他の遺物に比較して風化が進んでいない。

５　遺跡の構造
　第29～32図に、母岩別の分布図を示す。主に剝離作業が行われた母岩１～４については、Ｃ字状の
分布の中程に多くが集まる。その多くが剝離物で構成されることから、この部分は剝片剝離作業の場
か廃物を棄てる場所であったと考えられる。
　第33図に石器と石核の分布を示す。残念ながら彫器は出土位置の情報を欠く。石器は分布の端部に
集中し、尖頭器のうち１点は外縁に位置する。石核は剝離物の分布範囲の端にまとまっている。注目
すべきは掻器や二次加工ある剝片といった加工具が、空白部に接した位置にあることである。空白部
はこれらの道具を使用する場であった可能性がある。
　径約３ｍという空白部の大きさとそれを取り囲むかのような遺物の分布は、テントの存在を想定す
るのにふさわしい状況である（第34図）。これが正しければ、入り口は東側に開いていたことになろう。
東側は谷側に向き、平坦面もまだ残っている。問題は、遺物の分布をテントの内側に含めるか外側に
出すかである。内側に小さなテントを復元すれば、道具もみな外側にあることになる。大きなテント
の場合は、直径約5.3ｍになる。整った内外の円弧は、テントの端に廃物や道具が寄せて片付けられ
たという説明を可能にする。剝離作業の廃物は、入り口のちょうど反対側に集まる。大きなテントな
ら奥側に寄せたことになり、小さなテントなら裏口があって排出したことになろう。また、大きなテ
ントの場合は、石器と石核の分布の間に第２の入口が想定できる。もちろん、以上の説明は遺物の分
布に基づく解釈であり、テントの存在を明示する遺構があるわけではない。さらに、地形の傾斜が小
さくないことも否定的な材料である。それでも、この特異な分布状況には、テントを想像させるだけ
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たことは明らかである。必要に応じて新鮮な刃を手に入れる、多用途で便宜的なものであろうか。
　石核の装備については、２種類が用意される。１つ目は石刃石核である。縁付きで主に１面を作業
するルヴァロワ的なもので、周辺加工尖頭器の素材となる幅広く薄い石刃を取ることを目的としてい
る。この集団には１～２個しかなく、使い切らずに次の滞在地に持って行くことから、集団または熟
練者に属する管理的な装備と考えられる。２つ目は小石刃石核で、小型の礫から作り、小口方向から
小石刃を取る生産性の低いものが中心である。その一方で舳先形の見事な母型や、円筒形か円錐形石
核の打面再生剝片も出土しており、生産性の高いものもある。複数存在し基本的に割り切られている
ことから、個人に属する便宜的な装備と推定される。
　本石器群を遺した集団の装備は、石器に関しては寿命の異なるものを組み合わせ、石核に関しても
目的に応じて異なる手法のものを組み合わせる。その製作と管理についても、集団と個人の階層が存
在した可能性があり、石器群の構造や集団の性格を考える上で興味深い。特に、剝片剝離技術に関し
て、このように明らかな二極構造をもつ石器群は、周辺地域も含めて類例に乏しい。
　本石器群において、石材原産地から離れた当地域としては例外的に、比較的大型の石器を基本とす
る点は、外来的な要素である可能性がある。主に大型の石器を製作するためにさまざまな石材を利用
し、それゆえ他地域とも関わりをもったと考えられる点も、当地域では異質なものである。
　石器群の年代に関しては、もはやナイフ形石器の製作は行わないものの、尖頭器の形態や石刃の剝
離技術にナイフ形石器文化の影響を強く残す点と、彫器など古い型式の石器を組成する点から、ナイ
フ形石器の消滅直後の石器群である可能性が高い。その一方で、小石刃の生産が同時に行われる点は、
後続する石器群につながる要素として注目される。例としては、下甲退休原第１遺跡上層石器群のよ
うな、折り取った小石刃のみで組成される石器群を挙げることができる。周辺地域で比較対象となる
のは、島根県奥出雲町原田遺跡Ⅳ層石器群で、小型の切出形ナイフ形石器を含むことから、ナイフ形
石器文化の消滅直前の石器と推定されている。本石器群よりも古いことになるが、削器類などに両面
調整が顕著に認められる点では、両面調整を全く行わない本石器群よりも新しい要素を含むという評
価もできる。この時期の山陰地方では、外来的な要素も含みながら、複雑で多様な石器文化が展開さ
れている可能性が、本遺跡の調査成果から指摘できる。

【引用・参考文献】
島根県教育庁埋蔵文化財調査センター　2008『原田遺跡（４）』尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書12
鳥取県埋蔵文化財センター　2014『下甲退休原第１遺跡』鳥取県埋蔵文化財センター調査報告書56
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掲載
番号 地区 層位 遺物

番号
挿図
番号

ＰＬ
番号 母岩 個体

番号
接合
番号 型式 部位 長

㎜
幅
㎜

厚
㎜

重量
ｇ x座標 y座標 z座標 備考

S1 F4tr 4層 1530 14 71 1 1 1 剝片 a 24.5 24.7 6.4 3.26 -5493.981 -7014.475 38.641 
S2 f-1 暗褐色ホーキ混土 1782 14 71 1 1 2 剝片 l 29.4 29.0 11.6 6.79 38.393 
S3 F4 黄褐色土 1588 14 71 1 1 3 剝片 d 17.0 25.6 5.7 1.67 
S4 F4tr 4層 1484 14 71 1 1 4 剝片 f 23.6 16.5 5.4 1.20 -5493.785 -7014.351 38.762 
S5 北tr 4層 1823 14 71 1 1 5 剝片 f 24.0 14.4 3.5 0.82 
S6 F4tr 4層 1504 14 71 1 1 6 剝片 a 36.2 35.8 7.5 7.60 -5494.455 -7013.541 38.864 
S7 F4tr 4層 1483 14 71 1 1 7 剝片 pm 41.1 39.8 9.2 13.53 -5493.805 -7014.229 38.788 
S8 f-4 4層 1764 15 71 1 1 8 剝片 lm 20.8 34.9 5.6 3.53 -5493.852 -7013.092 39.045 
S9 F4tr 4層 1491 15 71 1 1 9 剝片 r 18.2 17.4 6.6 0.81 -5493.136 -7015.498 38.637 
S10 F4tr 4層 1496 15 71 1 1 10 剝片 a 28.0 20.7 4.8 1.96 -5492.060 -7016.214 38.357 
S11 F4tr 4層 1461 15 71 1 1 11 石核 a 38.1 30.7 17.0 18.39 -5491.600 -7016.363 38.233 
S12 g-4 暗褐色ホーキ混土 1781 16 71 1 剝片 a 39.3 34.7 11.2 12.14 38.720 
S13 e-0 4層 1806 16 71 1 剝片 a 19.5 20.1 4.3 1.44 
S14 F4tr 4層 1481 16 71 1 剝片 a 28.8 21.9 4.0 2.22 -5493.933 -7013.608 38.953 
S15 f-0 4層 1807 16 71 1 剝片 md 23.5 23.4 3.3 1.19 
S16 F4tr 4層 1482 16 71 1 剝片 r 20.4 15.1 2.4 0.62 -5493.965 -7014.294 38.777 
S17 e-1 4層 1817 16 71 1 小石刃 pm 14.8 6.7 1.5 0.20 
S18 F4tr 4層 1459 16 71 1 剝片 a 11.7 20.9 3.8 0.71 -5492.672 -7015.819 38.516 
S19 f-0 4層 1808 16 71 1 剝片 l 17.3 11.0 1.6 0.28 
S20 f-0 4層 1792 16 71 1 剝片 md 18.1 12.7 2.5 0.58 -5490.141 -7016.020 38.083 
S21 グリッド1 4層 1822 16 71 1 剝片 a 15.2 12.1 3.8 0.52 
S22 f-3 4層 1811 16 71 1 剝片 a 8.4 16.5 2.0 0.17 
S23 E4 灰褐色土 1795 17 72 2 1 1 剝片 f 19.0 20.2 3.9 1.22 -5486.596 -7012.090 38.272 
S24 F4tr 4層 1502 17 72 2 1 2 剝片 d 15.6 20.6 4.3 1.15 -5494.179 -7014.148 38.748 
S25 f-4 灰褐色ホーキ混 1695 17 72 2 1 3 剝片 mr 15.5 14.1 2.3 0.40 -5493.543 -7013.267 38.960 
S26 F4tr 4層 1458 17 72 2 1 4 石核母型 a 52.3 39.7 21.7 41.34 -5492.578 -7015.200 38.669 
S27 F4tr 4層 1495 18 72 2 2 1 剝片 d 14.6 19.8 2.7 0.70 -5491.979 -7016.558 38.341 
S28 g-3 暗褐色ホーキ混土 1777 18 72 2 2 2 剝片 f 13.1 16.3 2.4 0.39 38.612 
S29 f-4 4層 1760 18 72 2 剝片 a 16.6 19.1 5.3 1.32 -5493.633 -7013.733 38.970 
S30 f-1 4層 1757 18 72 2 剝片 a 18.0 18.6 2.8 0.96 -5491.854 -7015.272 38.565 
S31 F4tr 4層 1487 18 72 2 剝片 a 17.6 14.2 2.8 0.58 -5492.901 -7015.019 38.670 
S32 f-3 4層 1811 18 72 2 剝片 a 18.8 10.0 2.0 0.40 
S33 g-1 4層 1813 18 72 2 剝片 md 20.9 11.1 2.6 0.60 

f-4 4層 1812 2 砕片 a 10.9 11.2 2.9 0.21 
S34 F4 4層 1438 19 72 3 1 1 尖頭器 mb 40.2 18.9 6.3 4.82 -5490.772 -7018.426 37.945 
S35 e-o 4層 1798 19 72 3 1 2 石刃 md 43.5 28.8 6.3 6.90 
S36 F4tr 4層 1492 19 72 3 1 3 石刃 md 36.5 19.4 4.8 2.06 -5494.464 -7015.638 38.484 
S37 F4tr 4層 1486 19 72 3 2 1 剝片（二次） md 19.1 33.6 13.1 5.93 -5493.627 -7014.606 38.690 
S38 g-3 暗褐色ホーキ混土 1776 19 72 3 2 2 剝片 md 17.4 47.0 6.8 4.57 38.606 
S39 f-4 4層 1762 20 72 3 3 1 剝片 a 20.5 21.1 7.3 1.81 -5493.739 -7013.209 39.015 
S40 g-2 4層 1814 20 72 3 3 2 剝片 a 11.7 11.7 2.6 0.23 
S41 g-3 暗褐色ホーキ混土 1768 20 72 3 4 1 剝片 a 17.4 20.5 3.5 0.96 -5493.242 -7015.686 38.634 
S42 g-2 4層 1814 20 72 3 4 2 剝片 a 13.9 14.4 1.7 0.35 
S43 f-1 4層 1758 20 72 3 5 1 二次加工片 pm 14.4 9.5 1.0 0.11 -5491.681 -7015.170 38.555 
S44 F4tr 灰褐色ホーキ混 1559 20 72 3 5 2 厚形削器 a 63.0 26.8 13.4 18.42 39.054 
S45 e-1 灰褐色ホーキ混 1694 21 72 3 尖頭器 a 64.6 13.6 7.9 6.00 -5490.156 -7014.167 38.325 
S46 f-4 黄褐色ホーキ混土 1701 21 72 3 小石刃 a 28.5 12.1 4.1 1.33 -5493.347 -7013.265 38.934 
S47 g-2 4層 1787 21 72 3 剝片 a 22.1 36.3 4.8 2.85 -5493.184 -7015.736 38.610 
S48 g-1 4層 1813 21 72 3 剝片 lm 26.0 23.7 5.3 1.73 
S49 e-0 4層 1806 21 72 3 剝片 a 10.3 15.3 2.2 0.28 
S50 グリッド1 4層 1822 21 72 3 剝片 a 9.1 8.5 0.8 0.06 
S51 e-1 灰褐色ホーキ混 1693 21 72 3 剝片 md 28.0 23.4 2.0 1.30 -5489.994 -7014.323 38.388 
S52 F4tr 4層 1499 21 72 3 剝片 f 16.5 8.4 2.3 0.24 -5493.352 -7014.757 38.582 

f-3 4層 1811 3 砕片 a 9.9 6.7 1.8 0.08 
e-1 4層 1817 3 小石刃 d 11.7 8.5 2.3 0.26 
g-5 4層 1821 3 剝片 d 10.5 12.9 2.6 0.23 

S53 f-0 4層 1789 22 74 4 1 1 小石刃 a 26.7 13.9 5.3 2.05 -5490.321 -7015.327 38.282 
S54 f-1 黄褐色ホーキ混土 1699 22 74 4 1 2 石核 a 29.0 31.9 13.8 12.79 -5490.843 -7015.332 38.309 
S55 e-0 4層 1794 22 74 4 2 1 剝片（二次） pm 47.1 42.9 14.5 18.06 -5489.289 -7014.631 38.143 
S56 e-0 4層 1790 22 74 4 2 2 剝片（二次） d 50.9 51.4 6.5 7.44 -5489.702 -7014.380 38.321 
S57 F4tr 4層 1488 23 74 4 剝片 a 48.6 36.3 7.9 9.37 -5492.927 -7015.080 38.614 
S58 e-0 4層 1791 23 74 4 剝片（二次） pm 36.8 19.6 9.3 5.68 -5489.441 -7014.620 38.222 
S59 F4tr 4層 1498 23 74 4 剝片（二次） md 36.7 20.0 7.7 3.22 -5493.393 -7014.990 38.587 
S60 F4tr 4層 1500 23 74 4 剝片 a 17.4 14.1 6.2 1.45 -5493.347 -7014.756 38.591 
S61 f-1 4層 1755 23 74 4 小石刃 pm 12.2 8.4 2.4 0.25 -5491.572 -7015.540 38.506 
S62 g-1 4層 1813 23 74 4 剝片 a 18.9 27.9 6.6 3.02 
S63 F4tr 灰褐色土 1560 23 74 4 剝片 md 15.0 23.4 5.7 1.46 38.788 
S64 g-2 暗褐色ホーキ混土 1775 23 74 4 剝片 l 24.2 13.8 5.4 1.68 38.629 
S65 g-3 暗褐色ホーキ混土 1778 23 74 4 砕片 a 11.5 11.4 2.0 0.20 38.641 
S66 g-1 4層 1813 23 4 砕片 lm 8.0 8.5 1.7 0.12 
S67 f-1 4層 1809 23 4 砕片 d 7.7 11.4 1.6 0.11 

f-5 4層 1765 4 剝片 d 16.2 8.5 5.1 0.40 -5494.068 -7013.061 38.897 
e-0 4層 1806 4 剝片 m 17.5 16.8 3.4 0.91 
e-0 4層 1806 4 剝片 d 17.6 9.3 3.0 0.55 
f-4 4層 1812 4 砕片 f 8.9 12.8 1.9 0.13 

表３　殿河内ウルミ谷遺跡出土旧石器一覧表（１）
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掲載
番号 地区 層位 遺物

番号
挿図
番号

ＰＬ
番号 母岩 個体

番号
接合
番号 型式 部位 長

㎜
幅
㎜

厚
㎜

重量
ｇ x座標 y座標 z座標 備考

g-2 4層 1814 4 砕片 a 14.8 12.1 2.0 0.37 
e-1 4層 1817 4 砕片 a 12.4 10.9 3.4 0.33 

S68 F4tr 4層 1529 24 74 5 1 1 剝片 a 36.9 30.1 7.5 5.47 -5494.945 -7013.304 38.873 
S69 f-1 黄褐色ホーキ混土 1700 24 74 5 1 2 剝片 a 33.1 19.9 3.3 1.40 -5490.531 -7015.192 38.297 
S70 F4 4層 1587 25 74 6 剝片（二次） md 43.7 24.1 5.3 4.50 
S71 F4tr 4層 1489 25 74 6 剝片 a 47.7 20.1 5.8 4.77 -5492.811 -7015.673 38.504 
S72 F4tr 4層 1462 25 74 6 石核片 a 17.8 32.2 16.6 6.18 -5491.837 -7016.504 38.315 
S73 f-0 4層 1788 25 74 6 剝片 d 16.3 15.3 1.8 0.46 -5490.640 -7016.412 38.179 
S74 F4tr 4層 1490 26 74 7 石核片 a 24.9 24.5 17.9 11.54 -5492.761 -7015.785 38.520 
S75 F4 灰褐色ホーキ混土 1606 26 74 7 剝片 a 20.2 22.4 4.9 2.03 -5493.943 -7012.551 39.072 
S76 g-4 暗褐色ホーキ混土 1780 26 74 7 剝片 a 14.8 20.8 3.8 0.61 38.665 
S77 F4tr 4層 1493 26 74 7 剝片 a 12.2 26.1 4.0 0.97 -5492.271 -7015.949 38.490 
S78 g-3 暗褐色ホーキ混土 1767 26 74 7 剝片 a 14.9 14.3 6.3 1.08 -5493.134 -7015.637 38.641 
S79 F4tr 4層 1501 26 74 7 剝片 a 16.9 19.1 2.1 0.52 -5493.257 -7014.481 38.601 

g-4 4層 1816 7 砕片 md 11.3 6.2 2.9 0.20 
S80 北tr 暗褐色ホーキ混土 1771 27 74 8 石核片 r 49.3 42.8 15.1 30.06 サヌカイト
S81 F4tr 4層 1503 27 74 8 剝片 pm 21.1 17.5 5.7 1.91 -5494.232 -7013.729 38.810 サヌカイト
S82 g-1 4層 1813 27 74 8 剝片 p 15.1 16.5 4.0 0.85 サヌカイト
S83 f-0 4層 1807 27 74 8 砕片 pm 13.1 11.9 1.2 0.21 サヌカイト
S84 F4 4層 1585 28 75 非 掻器 a 44.2 39.1 15.6 24.58 -5490.291 -7013.690 38.670 
S85 f-1 4層 1809 28 75 非 彫器 a 35.1 15.0 8.6 3.92 珪岩
S86 F4 灰褐色土 478 28 75 非 剝片（二次） a 68.2 48.9 9.6 28.37 -5492.820 -7011.564 38.323 玉髄
S87 F4 灰褐色土 477 28 75 非 剝片 a 49.8 43.5 19.4 37.48 -5493.606 -7011.567 39.586 
S88 F4tr 4層 1460 28 75 非 石核 a 35.3 17.1 13.4 8.68 -5492.048 -7016.018 38.426 
S89 f-2 4層 1759 28 75 非 細石刃 p 9.8 5.8 1.8 0.12 -5492.199 -7014.944 38.697 
S90 グリッド1 4層 1822 28 75 非 細石刃 m 12.4 5.9 2.1 0.17 
S91 f-4 4層 1812 28 75 非 細石刃 d 13.6 5.3 1.3 0.08 
S92 グリッド1 4層 1822 28 75 非 剝片（二次） a 18.1 16.1 3.2 0.78 
S93 g-3 暗褐色ホーキ混土 1779 28 75 非 剝片 a 25.8 20.0 11.6 4.26 38.656 

F4tr 4層 1485 非 砕片 a 14.4 8.8 2.2 0.23 -5493.861 -7014.580 38.713 
F4tr 4層 1497 非 砕片 md 14.8 7.4 3.3 0.32 -5493.405 -7015.222 38.574 
b-1 暗褐色礫混層 1641 非 剝片 a 18.5 13.8 6.0 1.07 
f-4 暗褐色ホーキ混土 1731 非 砕片 l 7.0 5.9 1.6 0.06 -5493.347 -7013.265 38.934 
f-4 暗褐色ホーキ混土 1732 非 砕片 a 2.8 4.9 0.7 0.00 -5493.179 -7013.117 38.934 
f-4 暗褐色ホーキ混土 1734 非 砕片 l 8.9 6.3 1.1 0.05 
f-4 灰褐色礫混 1753 非 砕片 a 11.3 11.5 1.2 0.08 
f-0 4層 1808 非 砕片 a 12.6 7.1 1.9 0.22 
f-3 4層 1811 非 剝片 a 21.4 20.2 5.4 1.83 
f-4 4層 1812 非 砕片 a 8.4 5.6 1.7 0.07 
g-2 4層 1814 非 砕片 a 4.5 16.0 3.4 0.17 
g-2 4層 1814 非 砕片 a 18.3 8.0 3.3 0.37 
g-2 4層 1814 非 剝片 a 15.3 19.7 5.4 1.12 
e-5 4層 1819 非 砕片 r 10.8 10.7 4.6 0.37 

表４　殿河内ウルミ谷遺跡出土旧石器一覧表（２）

第３章　調査成果

―  52 ―


	#06_第3章第3節 1
	#06_第3章第3節 2
	#06_第3章第3節 3
	#06_第3章第3節 4
	#06_第3章第3節 5
	#06_第3章第3節 6
	#06_第3章第3節 7
	#06_第3章第3節 8
	#06_第3章第3節 9
	#06_第3章第3節 10
	#06_第3章第3節 11
	#06_第3章第3節 12
	#06_第3章第3節 13
	#06_第3章第3節 14
	#06_第3章第3節 15
	#06_第3章第3節 16
	#06_第3章第3節 17
	#06_第3章第3節 18
	#06_第3章第3節 19
	#06_第3章第3節 20
	#06_第3章第3節 21
	#06_第3章第3節 22
	#06_第3章第3節 23
	#06_第3章第3節 24
	#06_第3章第3節 25
	#06_第3章第3節 26
	#06_第3章第3節 27
	#06_第3章第3節 28
	#06_第3章第3節 29
	#06_第3章第3節 30
	#06_第3章第3節 31
	#06_第3章第3節 32

